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写真３

⑤観光周遊性に劣る
○山口県と島根県は、萩市及び、益田市、津和野町の

連携による広域周遊観光の促進に取り組んでいる。

○九州及び近畿以東から萩市を訪問した観光客の島根

県西部への周遊は拡大していない状況。 （図４）

○都市間（観光地間）の速達性・定時性の向上に課題。

④地域産業への支障
○高速道路のアクセス性が悪く、益田～萩間に唯一立地する工業団地は分譲率が低い。（図３）

○益田市・萩市地域は豊富な農水産品があり、国道１９１号は出荷経路として重要な役割を果たしているが、輸送

時間の短縮、定時性の確保が必要である。

①通行止め時に機能するネットワークの確保
②安全性・走行性の向上
③交通の円滑化
④産業の活性化
⑤観光振興の促進
⑥救急医療機関への速達性、確実性の確保

３．政策目標

１．当該地域の課題 ２．原因分析

②交通事故の発生
○市街地の交差点や線形不良箇所において、

死傷事故が発生。

○過去１０年間では、事故による通行規制が
約３時間発生。

①災害による通行止めの発生
○越波等の災害による通行止め発生時

には、代替路がないため広域迂回が

必要（写真１、２・図１）

②線形不良箇所が存在
○急カーブ、幅員狭小など、道路構造

不良区間が存在し、走行性に問題

がある。（写真４、５）

①災害に対し、脆弱な道路ネットワーク
○幹線道路である国道１９１号上に越波区間や、防

災点検要対策箇所、洪水浸水想定区域が存在。

○国道１９１号が唯一の幹線道路であり、災害時代

替路が確保されていない。（図６）

山陰道（大井～萩）における計画段階評価

③萩市中心部での交通混雑
○萩市街地はGWなどの観光シーズンには

交通混雑が発生。（写真３）

○市内の円滑な移動に支障。

③交通集中による速度低下
が発生

○市街地では信号交差点が連続して

おり、交通集中による速度低下が

発生。

写真３ 渋滞の状況

写真５ 平面線形不良箇所

写真１ 越波の状況

図２ 事故発生状況および通行止め発生状況

図１ 大井～萩間の迂回状況

⑥救急搬送の速達性、確実性の不足
○阿武町からの重篤患者の搬送は萩市の二次救急

医療機関に依存しているが、救急搬送に３０分以

上を要する高次医療機関の空白地域が存在。

（図５）

○救急搬送時間の短縮や、通行止め発生時の迂回

路の確保など確実な搬送ルートの確保が必要。

④物流効率性・確実性の低い道路ネットワーク
○企業進出や販路拡大に資する、広域物流ネットワークが未確保。

○交通混雑や災害等による通行規制の影響を受けやすいため、輸送効率が低く、確実性の不安定な輸送

ルート。

⑤観光周遊性の低い道路ネットワーク
○萩市～島根県西部（益田市・津和野町）間に速達性のある

道路ネットワークが確保されていないため、観光ツアーの

設定や周遊観光等に支障をきたしている。（図７）

⑥救急搬送時における道路ネットワークの速達
性、確実性が不十分

○医療空白地へアクセスする速達性のある道路ネットワーク

が不十分。

○速度低下区間の存在や代替路の不足により、救急医療搬

送の確実性が不十分。

R=45

至 阿武町

急カーブで
大型車と
すれ違い

写真２
防災点検要対策箇所

図６ 国道１９１号沿線の災害リスク

H22.4.5

至 萩市

写真４ 事故発生状況

図７ 島根西部～萩市の観光状況図４ 県外観光客発地別割合（Ｒ元年）
資料：各県観光動態調査結果図３ 工業団地（ファクトリー

パーク）の分譲率

分譲済

39.0%
空き

61.0%

図５ 高次救急医療機関への３０分圏域

は ぎお お い

凡 例

直轄国道

補助国道

主要地方道

一般県道

主要渋滞箇所

死傷事故発生箇所（H30）

死亡事故発生箇所（H21～H30）

交通事故による通行止め発生箇所
（H22～R元）

平面線形の厳しい箇所（R<150）

資料：萩市消防本部、R元年消防年報

凡例
10分以内
10～20分
20～30分
30分以上

凡例
国道
県道
旧市町村境

阿武町

萩市

122件/年
阿武町から萩市へ搬送

山口県

N

旧田万川町
旧須佐町

二次救急
医療機関

大井～萩

高次救急医療機関まで
３０分以上

時間を要する区域

58%

20%

17%

7%

21%

70%

2% 4%2% 0%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

萩市 島根県西部

島根県西部まで
周遊範囲が

拡大していない

近畿以東 九州沖縄 中国 四国 その他

阿武町

萩市

通常時
時間：約24分
距離：約15km

迂回時
時間：約78分
距離：約70km

< 凡 例 >

迂回ルート

主な通行止め箇所

通常ルート

※H27全国道路・街路交通情勢調査の
混雑時旅行速度を用い、
阿武町役場～萩市役所間で算出

山口県

島根県写真１
写真２

道の駅「萩しーまーと」

笠山・明神池

萩城跡(6)

松陰神社萩博物館(9)

阿武川温泉(6)

道の駅「あさひ」(6)

農産物販売所
つつじ(9)

道の駅
「うり坊の郷」

(5)

田万川温泉(6)

道の駅
「ゆとりパークたまがわ」

(16)

道の駅「阿武町」

46

萩

道の駅
「シルクウェイにちはら」

55

道の駅
「津和野温泉なごみの里」

37
万葉公園

24

太皷谷稲成神社津和野

津和野地域
観光エリア

益田地域
観光エリア

萩地域観光エリア

萩・石見空港

益田

グラントワ

N

<凡例>
主要観光地・施設
数値は観光客数(万人)

菊ヶ浜海水浴場(8)

46

2327

28

112

【益田～萩間】
移動距離：約62km

至 萩市

越波区間

写真４
写真５

大井～萩

凡 例

土砂災害警戒区域（土石流）

土砂災害警戒区域（急傾斜地の崩壊）

洪水時浸水想定区域

防災対策要点検箇所（R元点検）

災害による通行規制箇所（H22～R元）

萩市役所

R=45
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案②：沿岸部ショートバイパス＋現道改良案

市街地部 沿岸部

萩市役所

萩市役所
大井出張所

萩警察署

萩警察署
大井駐在所

萩市民病院

玉木病院

都志見病院

陶芸の村公園

松陰神社

恵美須ヶ鼻
造船所跡

萩市消防本部

萩市立図書館

萩・明倫学舎

萩博物館

松下村塾

萩むらた病院

菊ヶ浜海水浴場

萩反射炉

道の駅
｢萩しーまーと｣

松陰記念墓園
吉田松陰の墓
吉田松陰誕生地

萩IC 案③：中間ＩＣを設置する全線バイパス案

案①：最短ルート 全線バイパス案

萩
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萩～大井 Ｌ＝約1１km

萩～大井 Ｌ＝約1１km

萩～大井 Ｌ＝約10km

通行止め時に機能するネッ
トワーク（代替性）の確保

災害や事故等による通行止め発生時に代替路が
確保されること

○ 代替路が確保される × 市街地部では新たな代替路が確保されない ○ 代替路が確保される

線形不良箇所や幅員狭小箇所を回避し、
安全に快適に走行できること

○ バイパス整備により安全性が向上する ○ 国道１９１号の改良により安全性が向上する ○ バイパス整備により安全性が向上する

通過交通と生活交通が分離できること ○ バイパスに通過交通等が転換し、生活交通と分離できる × 通過交通と生活交通は混在する ○ バイパスに通過交通等が転換し、生活交通と分離できる

渋滞が緩和できること
（観光シーズンの国道１９１号）

○ バイパスに交通が転換し渋滞が緩和 ○ 拡幅により交通処理能力が向上し渋滞が緩和 ○ バイパスに交通が転換し渋滞が緩和

渋滞が緩和できること
（通過交通の市街地の信号交差点の回避）

○ 連続する信号交差点を回避できる × 連続する信号交差点を回避できない ○ 連続する信号交差点を回避できる

産業の活性化
農林水産物の集荷拠点や産業拠点から消費地までの時間短縮
が図れること（萩以東～下関・九州方面の搬送時間）

○ 速達性に優れる（現況に比べ約10分短縮） △ 速達性に劣る（現況に比べ約5分短縮） ○ 速達性に優れる（現況に比べ約10分短縮）

観光振興の促進
観光地へアクセスしやすいこと
（主要観光地（萩しーまーと））

△ アクセス性に劣る（最寄りＩＣ（萩IC）から約9分） △ アクセス性に劣る（最寄りＩＣ（萩IC）から約9分） ○ アクセス性に優れる（最寄りIC（中間IC）から約4分）

救急医療機関への速達性、
確実性の確保

救急医療機関へ早く、確実、安全に搬送できること
（大井地区から第２次救急医療機関までの信頼性・速達性）

△ 速達性は他案に劣る（現況に比べ約1分短縮） △
速達性が向上するが、市街地の代替性は確保されない。（現況に比べ
約3分短縮）

○ 信頼性・速達性が向上（現況に比べ約3分短縮）

歴史的遺産群や景観への影響 ○ 歴史的遺産群を回避するため影響はない △ 歴史的遺産群付近を通過するため配慮が必要 ○ 歴史的遺産群を回避するため影響はない

自然環境への影響 △ 土地（地形）を新たに改変する範囲は大きいため配慮が必要 ○ 土地（地形）を新たに改変する範囲は他案より小さい △ 土地（地形）を新たに改変する範囲は大きいため配慮が必要

移転等が必要な家屋 ○ 家屋への影響が小さい（約３５軒） △ 家屋への影響が大きい（約２０４軒） ○ 家屋への影響が小さい（約４０軒）

旧福栄村の集落や主要施設との連絡性 △ アクセス性に劣る（最寄りIC（大井IC）から約18分） △ アクセス性に劣る（最寄りIC（萩IC）から約18分） ○ アクセス性に優れる（最寄りIC（中間IC）から約9分）

工事の影響 工事中の交通規制の影響 ○ 交通規制は少ないため影響はほとんどない × 現在の国道を改良するため交通規制が多く影響が大きい ○ 交通規制は少ないため影響はほとんどない

建設費 建設に要する費用 △
橋梁及びトンネル延長が長く、建設コストは現道改良案より高い
（約５８０～６３０億円）

○
用地補償費が最も高いが橋梁及びトンネル延長が短く、建設コストは他
案より安い（約３００～３５０億円）

△
橋梁及びトンネル延長が長く、中間ICを設置するため、建設コストは他
案より高い（約６１０～６６０億円  ※中間IC設置費用約２０～３０億円含
む）

維持管理費 維持管理に要する費用 △
道路を新設し、管理する延長が増えるため、維持管理コストは現道改良
案より高い

○ 現在の道路を改良するため、維持管理コストは他案より安い △
道路を新設し、管理する延長が増えるため、維持管理コストは現道改良
案より高い
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環境等への影響

生活への影響

【案③】バイパス案
（中間ICを設置する全線バイパス案）

延長　約１０km　サービス速度８０km/h
【自動車専用道路】

延長　約１１km  サービス速度５０km/h
（ショートバイパス区間は８０km/h）

【一般道路】

延長　約１１km　サービス速度８０km/h
【自動車専用道路】

評価項目 評価のポイント

【案①】バイパス案
（最短ルート 全線バイパス案）

【案②】現道改良案
（沿岸部ショートバイパス＋現道改良案）

対応方針(案)：案③による対策が妥当

山陰道（大井～萩）における計画段階評価
お お い

４．対策案の検討

【計画概要】

・路 線 名：一般国道191号

・ 区 間 ：山口県萩市椿

～山口県萩市大井

・概略延長：１１km

・車 線 数：２車線

・設計速度：８０km/h

・概ねのルート：図７ 案③の通り

はぎ つばき

はぎ おおい

は ぎ

■地域の要望等
・R 1年 5月 萩市長が国土交通省に事業化要望
・R 1年 6月 山口県知事が国土交通省に事業化要望
・R 1年 7月 山陰自動車道（益田～萩間）整備促進期成同盟会が国土交通省に事業化要望
・R 1年10月 山陰自動車道（益田～萩間）整備促進期成同盟会が国土交通省に事業化要望
・R 1年10月 浜田・益田間高規格道路建設促進期成同盟会が国土交通省に事業化要望
・R 1年11月 山口県知事が国土交通省に事業化要望
・R 2年 1月 山口県知事が国土交通省に事業化要望
・R 2年 7月 山口県知事が国土交通省に事業化要望
・R 2年 8月 山陰自動車道（益田～萩間）整備促進期成同盟会が国土交通省に事業化要望
・R 2年11月 山陰自動車道（益田～萩間）整備促進期成同盟会が国土交通省に事業化要望
・R 2年11月 山口県知事が国土交通省に事業化要望
・R 2年12月 島根県知事・山口県知事・益田市長・萩市長が国土交通省に事業化要望

■計画段階評価、都市計画決定の状況
・H27年 4月：第1回_中国地方小委員会（優先区間絞り込み）
・H27年 9月：第2回_中国地方小委員会（計画段階評価着手）
・H27年10月～11月：意見聴取（第1回）
・H29年 8月：第3回_中国地方小委員会
・H29年11月～H30年2月：意見聴取（第2回）
・H30年11月：第4回_中国地方小委員会（計画段階評価完了）
・H31年 3月：対応方針（概略ルート・構造）の決定
・R03年 2月：都市計画決定・告示

【標準横断図】 （単位：ｍ）

土工部 橋梁部 トンネル部
※L=50m以上の橋梁

図7 当該地域における対策案検討

凡例 （コントロールポイント）

集落・市街地

公共施設・病院

学校

主要観光施設
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神社・仏閣・文化財

世界遺産

世界遺産緩衝地帯

凡例

主要渋滞箇所

防災対策必要箇所（H27点検）

災害による通行規制発生箇所
（H17～H27）

萩篠生線の災害による通行規制発生箇所
（H27.4～H27.10）

平面線形不良箇所(R≦150m)

死亡事故発生箇所（H23～H26）

交通事故による通行止め発生箇所
（H18～H27）

（参考）当該事業の経緯等


